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個別化医療開発に向けて、極微量なＤＮＡ検体を超高感度に検出する技術が求められている。

この遺伝子診断を直接医療現場で行うことが出来れば、身体的負担、時間、医療費、副作用など

最大限に軽減することができる。近年では、がんなどの診断や治療法選択において、低侵襲な血

液・体液などを用いたリキッドバイオプシーによる、極微量な DNA を迅速かつ高感度に検出する

技術が求められているが一方で、細菌検査のように高濃度な DNA検出にもニーズが高まっている。 

 この遺伝子診断を、金ナノ粒子(AuNPs)を用いることで大掛かりな機器を使用せず、迅速、高感

度に検出、定量できるのではないかと考えている。AuNPsにアルカンチオールを修飾し、ssDNAの

コンジュゲート技術を検討することで分散安定性、ハイブリダイゼーション効率共に優れた ssDNA

を担持させた AuNPs（ssDNA-AuNPs）の作製に成功している[1]。この ssDNA-AuNPs 技術を発展さ

せ、標的ＤＮＡの２か所に相補的に結合する ssDNA1、ssDNA2プローブを設計し、このプローブを

担持させた ssDNA-AuNPs が標的ＤＮＡに相補的結合し、二量体を形成する（Fig.1）。これにより

形成された多量体を簡易なアガロースゲル電気泳動法で分離することで、検出と定量に成功して

いる[2]。この検出では、40nm サイズの ssDNA-AuNPs で Sub-pM 濃度を確認している（Fig.2 上）

が、高濃度においては、粒子数の多い多量体の形成や、標的 ssDNA がすべてのプローブが結合し

てしまい二量体を形成しないなど検出が困難となる。単一粒子径の検出領域は 2～3桁が限界であ

る。本研究では、粒子径の違う ssDNA-AuNPs のコンジュゲート技術を検討することで、検出領域

がサイズごとに異なることを確認した（Fig.2下）。15nm～50nmの ssDNA-AuNPsそれぞれでの検出

を行うことで、低濃度から高濃度の広い領域での標的 ssDNAの検出，定量が可能となった。 

 

Fig1: Schematic of ssDNA-AuNPs hybridization with Target-cDNA  Fig.2: 1.5% Agarose gel electrophoresis of 20nm and 40nm 

                                                                AuNPs for different target-cDNA concentrations 
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